
開催場所

内 容

～

会議に先立ち、生活安全課長、地域課長の出席について各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通安全対策

ア 各種イベント会場における交通事故防止キャンペーン
イ 小学生に対する校内放送を活用した交通安全教室
ウ 自転車利用者に対する交通反則通告制度の導入に伴う交通安全教室
エ 神奈川県警察多摩警察署、本部合同バレンタインストップ作戦

（２）警備対策
ア 衆議院議員総選挙に伴う選挙警備
イ 深大寺初詣雑踏警備
ウ 深大寺節分会雑踏警備

（３）犯罪の抑止
ア 検挙事例
（ア）刑事組織犯罪対策課の検挙事例
（イ）特殊詐欺犯人の検挙状況
イ 広報啓発、各種相談受理
（ア）安全安心まちづくり防犯のつどい
（イ）市報への特殊詐欺防止対策記事の掲載
（ウ）生活安全相談受理状況

（４）身近な安全・安心の向上
ア 年末年始特別警戒の実施
イ 「１１０番の日」イベントにおける各種警察活動

２ 協議会からの意見聴取の取組結果について
地域警察活動の強化について

「ふれあいポリス」の活動を認知してもらい、地域住民と警察とのパイプ役として
の活動を効果的に推進していただきたい。

【取組】
（１）町会や自治会等と連携した合同防犯キャンペーン等広報啓発活動の推進
（２）各種行事、イベント行事における防犯講話
（３）小学生の交番訪問
（４）ふれあい連絡協議会における模擬１１０番体験

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
特殊詐欺防止対策の推進について

（１）特殊詐欺被害の発生状況
（２）市報をはじめとする各種広報紙における特殊詐欺防止対策記事の掲載
（３）コミュニティ放送局の番組を利用した注意喚起
（４）大学と連携して撮影した特殊詐欺被害防止動画の各種行事における上映、ＳＮＳ

における配信
（５）「国際電話利用契約の利用休止申込」、警視庁防犯アプリ「デジポリス」の普及

啓発
（６）特殊詐欺防止マスコットキャラクターの着ぐるみ作成、各種イベントでの活用
（７）「デジポリス」導入啓発のマスコットキャラクターＴシャツの各種イベントでの

活用
（８）市役所との連携による詐欺被害防止チラシの全戸配布
（９）市役所との連携による闇バイト防止映像の撮影、ＳＮＳ配信
２ 協議会からの意見要望等

これまで実施してきた金融機関やコンビニ店等と連携した被害未然防止活動も継続
しながら、ＳＮＳの活用や、行政や学校、民間企業等との連携により、いろいろなと
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ころで人の目に残る、派手な目立つ広報周知を展開し、「デジポリス」の活用促進等
被害防止対策を推進していただきたい。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、副署長、地域課長、交通課長の出席について各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通安全対策

ア 交通安全運動に伴う交通安全のつどい
イ ラジオ放送による交通安全情報発信
ウ 中学校におけるスケアードストレイト方式実践型安全教育

（２）警備対策
ア 米大統領一行来日警備
イ 調布花火大会における雑踏警備
ウ 自治体との防災訓練

（３）犯罪の抑止
ア 検挙事例
（ア）刑事組織犯罪対策課の検挙事例
（イ）特殊詐欺犯人の検挙状況
イ 広報啓発、訓練教養
（ア）安全・安心まちづくり防犯のつどい
（イ）全国地域安全運動に伴う防犯キャンペーン
（ウ）調布署特殊詐欺被害防止キャラクターの活用

（４）身近な安全・安心の向上
ア 少年の健全育成
（ア）少年の検挙状況
（イ）ラジオ放送での闇バイトに関する情報発信
イ 各種相談の受理状況
ウ 特殊詐欺の手口について

２ 協議会からの意見聴取の取組結果について
交通事故防止対策の推進について

（１）自転車の事故防止と歩行者の中でもとりわけ高齢者、子供、障害者の事故防止に
つながる啓発活動を実施していただきたい。

【取組】
ア 管内で行われるイベントにおける自転車安全教育（実技教室・講話）、商業施
設における自転車無料点検・交通事故防止キャンペーン

イ 小学校・中学校における自転車教室・自転車安全講話
ウ 高齢者が集まる場所における交通事故防止講話、障害者支援施設関係者と合同
による交差点でのチラシ配布

エ 保育園・小学校・学童における歩行訓練・交通安全教室の実施、道路管理者・
ＰＴＡ・学校関係者との通学路合同点検

（２）交通事故が多発する場所や多発する時間帯に交通監視活動を重点的に行っていた
だきたい。

【取組】
ア 事故の発生が多い時間帯である朝と夕方、幹線道路の中でも事故件数の多い甲
州街道を中心に街頭監視活動を実施

イ 通学路対策やスクールゾーン対策、取締りを実施

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
地域警察活動の強化推進について

（１）「ふれあい連絡協議会」、「ふれあいポリス」の概要・活動状況
（２）「ふれあいポリス」活動の推進

各種イベント・会議における啓発活動の実施、町内会との合同パトロール、地域
の祭礼時における警備従事等住民との絆を強化する活動の推進
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２ 協議会からの意見要望等
まずは「ふれあいポリス」の活動を認知してもらい、地域住民と警察とのパイプ役

としての活動を効果的に推進していただきたい。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、副署長、交通課長、警備課長の出席について、各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通安全対策

ア 自治体と協働した交通安全教育
イ 小学生に対する夏休み中の交通事故防止教室
ウ 高齢者宅訪問による交通事故防止対策

（２）警備対策
ア 参議院議員、東京都議会議員各選挙警備
イ 警視庁８署及び皇宮警察による合同漕艇訓練
ウ コンサート、ロードレース、Ｊリーグ等雑踏警備

（３）地域警察活動
ア １１０番通報について
（ア）１１０番入電件数
（イ）レスポンスタイムの平均
イ 広報啓発、訓練実施
（ア）自治体と合同での水防訓練
（イ）各種施設やイベントの場で１１０番通報適正利用に関する啓発活動

（４）犯罪の抑止
ア 検挙事例
（ア）刑事組織犯罪対策課の検挙事例の紹介
（イ）特殊詐欺犯人の検挙状況
イ 広報啓発、訓練教養
（ア）街頭、スポーツ施設等において各種犯罪被害防止キャンペーン
（イ）幼稚園等に対する不審者侵入訓練
（ウ）各自治会等に対する防犯講話

（５）身近な安全・安心の向上
ア 少年の健全育成
（ア）少年の検挙状況
（イ）学校における非行防止対策と闇バイトに関する防犯講話
イ 各種相談の受理状況
ウ 特殊詐欺の手口について

２ 協議会から意見聴取の取組結果について
大規模災害対策について

（１）「自助」強化のための情報発信を行い、住民の意識向上を図ってほしい。
【回答】学校等において各種講話や情報発信の取組を強化推進している。

（２）「共助」「公助」強化のため、各種訓練の実施や各機関との連携を継続していた
だきたい。

【回答】自治体等との合同訓練実施や各種会議等への出席を継続していく。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
交通事故防止対策の推進について

（１）自転車に関する交通事故防止対策
自転車が当事者となる交通事故件数が多いため、自転車利用者のマナー向上やヘ

ルメット着用率向上に関する各種活動を実施
（２）歩行者に対する交通事故防止対策

自転車に次いで事故関与率が高い高齢者を中心に安全教育や啓発活動を実施
（３）調布警察署速度取締指針について

ア 調布警察署管内の国道２０号等、１３箇所の重点路線の交通事故実態等を踏ま
え、重点時間帯における速度取締りを中心とした各種警察活動を実施
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イ 調布警察署管内におけるゾーン３０、小学校周辺地区を中心に交通安全対策を
実施

ウ ランダムな速度取締りの実施
指定した路線、時間帯以外においても速度取締りを実施し、重大交通事故の防

止に努める。
（４）駐車監視員活動ガイドラインについて

ア 国道２０号等の６箇所の最重点路線と３０箇所の重点路線、各駅周辺等の重点
地域を中心に巡回し、放置車両の確認等を実施

イ 重点路線以外においても、必要な取締り活動を実施
２ 協議会からの意見要望等
（１）自転車の事故防止と歩行者の中でもとりわけ高齢者、子供、障がい者の事故防止

につながる啓発活動を実施していただきたい。
（２）交通事故が多発する場所や多発する時間帯に交通監視活動を重点的に行っていた

だきたい。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、会長、副会長を互選した。
また、副署長、生安課長、警備課長の出席について、各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通安全対策

ア 春の全国交通安全運動に伴う「交通安全のつどい」開催
イ 各自治体等と協働した交通事故防止キャンペーン
ウ 小学校新入学生を対象とした交通安全教育

（２）警備対策
ア 深大寺だるま市警備
イ 第八方面区内６署による救出救助部隊合同訓練
ウ コンサート、Ｊリーグ等雑踏警備

（３）地域警察活動
ア １１０番通報について
（ア）１１０番入電件数
（イ）レスポンスタイムの平均
イ 広報啓発、訓練実施
（ア）調布飛行場で１１０番通報訓練と不審者対応訓練の実施
（イ）大型商業施設で情報発信活動の実施

（４）犯罪の抑止
ア 検挙事例
（ア）刑事組織犯罪対策課の検挙事例の紹介
（イ）特殊詐欺犯人の検挙
イ 広報啓発、訓練教養
（ア）特殊詐欺被害防止広報啓発月間に伴う各種キャンペーンの実施
（イ）幼稚園・保育園等に対する不審者侵入訓練、防犯講話の実施

（５）身近な安全・安心の向上
ア 少年の健全育成
（ア）少年の検挙状況
（イ）中学校での闇バイトに関する防犯講話の実施
イ 各種相談の受理状況

２ 協議会からの意見要望の取組結果について
（１）特殊詐欺被害を防止するため、金融機関やコンビニエンスストアに対する協力依

頼の推進していただきたい。
【取組】警察署幹部が各金融機関を訪問して被害発生状況や最新の手口等を説明し、

被害防止の協力要請を実施
（２）自治会や町内会等に対する防犯講話をしてほしい。
【回答】自治体や町内会に対する防犯講話実施状況について

（３）管内で開催されるイベントを通じた情報発信や車両等を利用した広報啓発活動を
推進してほしい。

【取組】
ア 味の素スタジアムや調布駅前での各種キャンペーン実施状況
イ 警察車両による広報実施状況と市役所青パトを活用した広報活動について

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
大規模災害対策について

（１）関係機関との連携強化
ア 連携強化のため、防災関連の各種会議に出席
イ 自治体等で講演会を実施
ウ 自治体開催の訓練への参加
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（２）各種訓練の実施
ア 神奈川県警察川崎署や隣接署との合同訓練
イ ドローンを活用した救出救助訓練
ウ 署員による各種訓練の実施状況

２ 協議会からの意見要望等
（１）「自助」強化のため、冊子配布等で広報活動するなどして情報発信を強化し、住

民の意識向上を図ってほしい。
（２）「共助」「公助」強化のため、引き続き各機関との連携強化を図り、震災発生時

に統率力を発揮できるようにスキルアップのための各種訓練を継続してほしい。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、副署長、地域課長、生活安全課長の出席について、各委員から了承を得
た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通安全対策

ア 調布市商工会と協働した交通安全キャンペーン
イ デジタルサイネージを活用した交通事故防止対策
ウ 神奈川県警察と合同の二輪車交通事故防止キャンペーン

（２）警備対策
ア 米国国務長官来日に伴う警護警備
イ 深大寺初詣、節分会警備
ウ 第八方面区内９署による救出救助部隊合同訓練

（３）地域警察活動
ア １１０番通報について
（ア）１１０番入電件数
（イ）レスポンスタイムの平均
イ 広報啓発、訓練実施
（ア）１１０番の日に調布市文化会館において情報発信活動を実施
（イ）バス会社営業所において１１０番適正利用広報活動を実施
（ウ）都立神代植物公園内の「防犯フェスタ」において災害発生時の対処要領等の

説明を実施
（４）犯罪の抑止

ア 検挙事例
（ア）刑事組織犯罪対策課の検挙事例の紹介
（イ）特殊詐欺犯人の検挙
イ 広報啓発、訓練教養
（ア）年金支給日における特殊詐欺被害防止キャンペーン
（イ）学校における闇バイトに関する防犯講話の実施

（５）身近な安全・安心の向上
ア 少年の健全育成
（ア）少年の検挙状況
（イ）補導員と連携した一斉補導の実施
イ 各種相談の受理状況

２ 協議会からの意見要望の取組結果について
（１）警察官の姿を見せるパトロールを積極的に行い、各種犯罪の抑止と検挙をしてほ

しい。
【取組】
ア 車両警ら班と徒歩警ら班を増強し、パトロール体制を強化
イ 捜査用車両による赤色灯点灯走行による警戒活動

（２）コンビニエンスストアや金融機関等に対する立ち寄り警戒を行い、特殊詐欺の防
止と検挙に努めてほしい。

【取組】年末年始特別警戒期間中に金融機関、無人ＡＴＭ、コンビニ等への立ち寄り
警戒活動を実施

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）特殊詐欺被害防止対策の推進について

ア 警察署電話番号等を表示させる手口
一旦電話を切って家族に相談するか警察署に折り返すよう広報していく。

イ 国際電話を利用する手口
高齢者宅等に対する国際電話不取扱サービスの普及活動の推進
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（２）闇バイト対策の取組状況
ア 犯罪に使用される電話や口座の速やかな凍結措置
イ 若年層に向けた闇バイトに加担させないための広報啓発活動の実施

２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）特殊詐欺被害を防止するため、金融機関やコンビニエンスストアに対する協力依

頼を推進していただきたい。
（２）自治会や町内会等に対する防犯講話をしてほしい。
（３）管内で開催されるイベントを通じた情報発信や車両等を利用した広報啓発活動を

推進してほしい。

[その他の意見要望等]

なし

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

会議に先立ち交通課長、地域課長の出席について各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通安全対策

ア 高校生ボランティアとの協働した飲酒運転根絶キャンペーン
イ 神奈川県警察と合同の二輪車交通事故防止キャンペーン
ウ 各種イベント会場における交通安全キャンペーン

（２）警備対策
ア 衆議院議員総選挙に伴う警戒警備
イ 調布花火、Ｊリーグ、コンサート等の雑踏警備
ウ 震災警備総合訓練

（３）地域警察活動
ア １１０番通報について
（ア）１１０番入電件数
（イ）平均レスポンスタイム
イ 広報啓発、訓練実施
（ア）調布ＦＭ放送との協働による地域安全キャンペーン
（イ）成城署、神奈川県警多摩署と３署合同緊急配備訓練
（ウ）交番等における受傷防止訓練

（４）犯罪の抑止
ア 検挙事例
（ア）当庁通信指令本部に対する偽計業務妨害事件被疑者の検挙
（イ）特殊詐欺犯人の検挙
イ 広報啓発、訓練教養
（ア）年金支給日における特殊詐欺被害防止キャンペーン
（イ）不審者侵入対策訓練、防犯講話等

（５）身近な安全・安心の向上
ア 少年の健全育成
（ア）少年の検挙、補導状況
（イ）生活指導主任会議等を通じた学校関係者との連携強化
イ 各種相談の受理状況

２ 前回会議での意見要望に対する取組結果
（１）高齢者や子供を交通事故から守る対策

ア 高齢者が多く集まる集会等における交通安全講話
イ 小学生に対する自転車講話や実技教室
ウ 街頭における交通安全キャンペーン、保護誘導活動
エ 道路管理者と連携した合同環境整備

（２）自転車利用者に対する広報啓発、指導取締り
ア 交通機動隊と連携した「ハロウィン自転車ストップ作戦」
イ 商業施設における自転車無料点検と交通安全キャンペーン
ウ デジタルサイネージ（電光掲示板）を活用した交通事故防止広報

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
年末年始特別警戒

（１）警視庁の基本方針
ア 組織の総合力による積極果敢な街頭警察活動と地域住民に寄り添う活動の展開
イ 街頭犯罪や特殊詐欺等の防圧検挙
ウ 迅速かつ的確な対応による年末年始における都民生活の平穏の確保

（２）実施期間
令和６年１２月１３日から令和７年１月５日までの間

（３）警戒態勢

1

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名
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ア 制服・私服警戒員の増強による管内の警戒強化
イ 各種犯罪の防圧検挙活動や特殊詐欺対策の推進
ウ 新年の初詣警戒等の万全

２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）市民に安心感を与えるためにも、警察官の姿を見せるパトロールを積極的に行っ

て各種犯罪を抑止、検挙してほしい。
（２）コンビニエンスストアや金融機関等に対する効果的な立ち寄り警戒を実施して、

特殊詐欺の防止や検挙に努めてほしい。

[その他の意見要望等]

なし

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、交通課長、警備課長の出席について各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 前回会議以降の業務推進結果
（１）交通課

高校生ボランティア、交通少年団等との協働した交通安全キャンペーン
（２）警備課

ア 米国ブリンケン国務長官一行来日警護警備
イ 東京都知事選挙に伴う警戒警備
ウ Ｊリーグ、コンサート等の雑踏警備

（３）地域課
ア １１０番通報への対応
（ア）１１０番入電件数
（イ）平均レスポンスタイム
イ 各種訓練等の実施状況

（４）刑事組織犯罪対策課
ア 各種犯罪の発生状況
イ 主な検挙状況
（ア）泥酔女性に対するわいせつ目的略取、不同意性行等被疑者の検挙
（イ）特殊詐欺犯人の検挙

（５）生活安全課
ア 犯罪抑止対策の推進結果
（ア）年金支給日における特殊詐欺被害防止キャンペーン
（イ）悪質リフォーム業者対策
イ 少年の健全育成
（ア）少年の検挙、補導状況
（イ）子ども・若者支援地域ネットワーク会議
ウ 各種相談の受理状況

２ 前回会議での意見要望に対する取組結果
（１）「自助」の強化

ア 各種イベントで冊子やチラシを配布
イ 食料の備蓄や家具の転倒防止を呼び掛け

（２）「公助」の強化
調布市、狛江市と連携した水防訓練の実施

（３）「共助」の強化
自治体と連携し、ＳＮＳを活用して情報発信

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
交通事故の発生と対策

（１）都内の交通事故発生状況
前年に比べて死亡事故が増加

（２）管内の交通事故発生状況
ア 発生件数

前年比で人身事故、物件事故ともに増加傾向
イ 死亡事故の発生

自転車とトラックの事故（９月１０日）
ウ 事故発生の傾向

自転車が関与する事故が増加
（３）事故防止対策

ア 高齢者の事故防止
（ア）高齢者の集まる会議等での情報発信
（イ）孫から祖父母に「交通安全お手紙」のメッセージを発信

1

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名
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イ 子供の事故防止
（ア）学校・保育所等での交通安全教育
（イ）市民プール等家族連れが集まる場所での広報啓発

（４）道路交通法の一部を改正する法律の施行（１１月１日）
ア 自転車運転中の携帯電話使用等の禁止
イ 自転車の酒気帯び運転禁止

２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）重大交通事故の被害者となる危険性が高い高齢者や子供に対して、あらゆる機会

を通じた交通安全教育を実施してほしい。
（２）自転車に関する道路交通法の改正に合わせて、自転車利用者に対する広報啓発活

動とマナーの悪い自転車利用者に対する指導取締りを強化してほしい。

[その他の意見要望等]

なし

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、交通課長、警備課長、生活安全課長の出席について、各委員の了承を得
た。

[業務説明]

１ 業務推進結果
（１）交通課

ア 広報啓発
（ア）新入学児童に対する交通安全教育
（イ）春の全国交通安全運動に伴う各種キャンペーン
イ 関係機関との協働
（ア）市役所職員と協働した交通安全対策の実施
（イ）民生委員会議における情報発信の協力依頼

（２）警備課
ア 警備実施結果

深大寺だるま市警備、Ｊリーグサッカー警備等
イ 警備実施予定

東京都知事選挙に伴う警戒警備、Ｊリーグサッカー警備等
（３）地域課

ア 各種通報受理
（ア）１１０番入電件数等
（イ）平均レスポンスタイム
イ 検挙状況

（４）刑事組織犯罪対策課
ア 各種犯罪の発生状況
イ 主な検挙事例

（５）生活安全課
ア 犯罪抑止対策推進結果
イ 少年・保安事案

２ 前回会議での意見要望に対する取組結果
（１）特殊詐欺被害減少に向けた各自治体や金融機関等との連携

調布市の新たな施策
ア 「調布あんしんコール」の実証事業を開始

ＡＩが通話内容を特殊詐欺と判断した場合、本人と家族に警告する。
イ 「ＰＯＳＡカード収納封筒」をコンビニ等に配付

購入者に、サポート詐欺の注意喚起が記載された封筒にＰＯＳＡカードを入れ
て渡すことで被害防止を図る。

（２）自治体や各種団体に対する殊詐欺被害防止の働き掛け
署員を各機関・団体に派遣して防犯講話を実施

（３）子供世代に対する犯罪に加担するリスクについての広報啓発
学校と連携して、児童の発達段階に応じた情報を発信

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）大規模災害対策について

ア 広報啓発
（ア）管内学校での防災講話
（イ） 高齢者へのマイク広報等、アナログ対応の情報発信
イ 能登半島地震
（ア）現地の被災状況
（イ）職員の派遣状況
ウ 「公助」「自助」「共助」の重要性
（ア）大規模震災発生時における「公助」の限界
（イ）独居老人の増加等「自助」の課題

1
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出席者 協議会委員
署長ほか

名
名
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（ウ）自治会離れ等による「共助」機能の低下
（エ）「三助」を強化するための警察活動の推進

（２）調布警察署速度取締指針の見直し
ア 管内の重点路線（国道２０号等）について
イ 管内におけるゾーン３０・小学校周辺地区について

（３）駐車監視活動ガイドラインの見直し
ア 最重点路線（国道２０号等）について
イ 重点路線（主要地方道１４号等）について
ウ 重点地域（管内駅周辺等）について

２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）「自助」の強化

食料の備蓄や家具の転倒防止を呼び掛ける情報等を発信してほしい。
（２）「公助」の強化

警察だけでなく、外部の人や他の機関を巻き込んだ施策を検討してほしい。
（３）「共助」の強化

自治体と連携を図るなどして情報発信を推進してほしい。

[その他の意見要望等]

なし

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。




